
川西地区市政懇談会 
日 時：平成２８年７月４日（月） 午後１時３０分

会 場：黒羽・川西地区公民館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

懇談テーマⅠ 安全・安心な地域社会に関するご意見 

市道南金丸桧木沢線への進入路の交差点、住宅の出入り口等へのカーブミラーの設置に

ついて 

 

≪ご回答≫ 

左右の見通しが悪い箇所が何箇所かありましたので、現地確認のうえ道路管理者である

道路維持課、必要な場合には大田原警察署と協議をしながら対応します。 

なお、個人住宅の出入口には、公共性がないとの理由で、市ではカーブミラーの設置を

しておりません。 

  

懇談テーマⅡ 地球環境・廃棄物・エコ対策に関するご意見 

河川の中に堆積したごみ処理問題と上流でのゴミ捨て防止策の検討について 

①上堂川の堆積ゴミ処理問題と上流でのゴミ捨て防止策を検討してもらいたい。 

 

≪ご回答≫ 

①ゴミ捨て禁止看板の増設、河川内の雑木等の撤去も含め、河川管理者であります大田

原土木事務所、並びに関係機関、地元自治会と連携し、河川環境の美化対策について

検討していきます。 

 

懇談テーマⅢ 地球環境・廃棄物・エコ対策に関するご意見 

産業用太陽光発電設備の将来に向けての市の対策について 

①川西地区では、商業用の大規模な太陽光発電施設が設置されており、気象の面での心

配もあります。また、それらの設備は２０年後にどうなっているのでしょうか？ 



≪ご回答≫ 

①都市計画課が所管する「大田原市開発行為等指導要綱」の改正を行い、本年７月１日

から都市計画区域内である旧大田原市内は１，０００㎡以上、都市計画区域外である

湯津上・黒羽地区では３，０００㎡以上の造成行為について、要綱に基づく事前協議

の中で技術的指導基準に沿って、雨水対策について指導します。 

   太陽光発電設備は一度に大量に廃棄排出されるかもしれないという特徴はあります

が、他の産業廃棄物と同様に捉え、国の方針に従ってリサイクルを含め処理されてい

くと考えております。 

 

懇談会でいただいたご意見 

 

○電信柱が道路飛び出して設置してあるところが多い。 

  ≪ご回答≫ 関係機関に引き継ぎいたします。 

 

○旧東野鉄道線への歩道設置工事について 

  ≪ご回答≫ 交付金事業で計画中です。 

 

○少子化対策、格差社会対策について 

  ≪ご回答≫ 子育て環境の充実を図っていきます。働く場所の確保、所得の再配分な

ど格差の解消には国・県を動かしていかなければならないと考えています。 

 

○セルロースナノファイバー、バイオマスタウン構想についてお聞きしたい 

  ≪ご回答≫ 国の機関、民間企業と一部行政で構成されるナノセルロースフォーラム

に県内初で参加しており、今後、どのように利用するのか、どういう企業

を誘致したらよいのかというところを研究している段階であります。 

また、バイオマスタウン構想については、バイオマスを利用した災害の

少ない循環型の都市を作っていく計画を策定しているところです。 

 

○生涯学習事業が有効に開催されるような検討をしていただきたい。 

また、防災士の活用法を教えていただきたい。 

  ≪ご回答≫ 自主防災組織のリーダー、災害時のリーダー、あるいは防災訓練時のリ

ーダーとしての役割を果たせる知識を有しているのが防災士です。その防

災士の役割が十分理解されていないということですので、周知してまいり

ます。 

 

○災害用に備蓄している保存食などの提供をしてもらえるのか。 



  ≪ご回答≫ 有効活用するため、保存食の使用期限が切れる前に、各地区・自治会行

事に使用するよう案内しております。 

 

○出前講座を実施してもらいたい。 

  ≪ご回答≫ 総務課が出前講座を担当しておりますのでご連絡ください。 

 

○組織が必要なことはわかっているが、地域の実情から組織が作れない。 

  ≪ご回答≫ 自治会が小さく人が少ない場合は、地域の枠を超えて何地区か集まって

組織を作ってもらえればと考えております。 

 

○総務省に請願に行った野崎大田原バイパス構想について 

  ≪ご回答≫ 土屋バイパスとして事業を進めることに決定しましたので、これから順

次進んでいくものと考えております。 

 

○農業の活性化コスト削減と大規模構造改善事業について 

  ≪ご回答≫ 大田原地区全体の圃場整備率が５０％未満と低く、これを解消するため

現在７か所で調査が入り、このうち３か所が県の採択を受け、４か所目も

補正で採択される見込みです。これにより合計９５０ｈａとなります。 

 

○湯津上東部地区から川西地区に通院する高齢者の患者さんが多くて、帰りの交通機関が

なく困っている。何か方法はないのか。 

  ≪ご回答≫ 公共交通につきましては、地域公共交通会議の中での課題として検討し

ていきます。公共交通以外ですと、高齢者等外出支援事業、福祉タクシー

など利用できる制度がございますのでご活用ください。 

 

○福祉委員の組織化について 

  ≪ご回答≫ 組織化と位置づけについて、社会福祉協議会と協議していきます。 

 

○要望書に紹介議員は不要ではないのか。 

  ≪ご回答≫ 要望内容について、地元の議員さんが知らないということのないよう考

慮しております。なお、直接のご要望も受け付けております。 

 

○要望書を提出し、議員からできると聞いたが実施されていない。 

  ≪ご回答≫ 要望書をご提出いただき、できると回答されたものにつきましては、何

年かかっても実現するものと考えております。 

 



○高岩大橋で国道２９４号と接続したが、その先の計画はどうなっているのか。 

  ≪ご回答≫ 計画はございません。 


